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問 い 合 わ せ 先 

腎細胞癌由来の肺転移の手術治療 に関する研究のお知らせ 

 

帝京大学医学部附属病院では以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

研究期間： 2022 年  5 月  24 日  ～  2024 年  12 月  31 日 

 

〔研究課題〕 腎癌肺転移切除例の多施設後方視的研究 

〔研究目的〕 腎癌の転移性肺腫瘍の患者さんのデータからどういう患者さんに手術をするのが的確なのかを

検討する目的で研究を行います。 

〔研究意義〕 肺は腫瘍の転移を起こしやすい臓器の一つです。腎癌の転移性肺腫瘍に対して手術を行うとき

に、どういう特徴のある患者さんに治療のメリットが有るか、またどのような手術を行うのが良いか、といった詳

細な点までは明らかになっていないのが現状で、明らかになると適切な患者さんに適切な治療を実施できるよ

うになります。 

〔対象・研究方法〕 1990年 1月 1日 ～ 2020年 12月 31日の間に当院呼吸器外科で腎細胞癌による転移性

肺腫瘍で肺切除術を施行された 20 歳以上の方が対象となります。 

本学から、本学に集積された該当症例のデータ一式(他院からの登録データを含む)を、浜松医科大学医学部

附属病院に、本研究のために提供します。すでに転移性肺腫瘍の患者さんは本学がデータ収集機関であるレ

ジストリに登録されていますが、本学に集積された該当症例のデータ一式(他院からの登録データを含む)を、

浜松医科大学医学部附属病院に、本研究のために提供します。 

〔研究機関名〕 帝京大学医学部附属病院 

レジストリに登録している医療機関は別表のとおりです。 

〔個人情報の取り扱い〕 

本研究で得られたすべてのデータは院内で他の情報の参照なしに個人を特定できない形に加工され、代表研

究機関である浜松医科大学に情報提供されて解析されます。本学では、研究終了後に、代表研究機関に提出

したデータセット等を帝京大学臨床研究センターに提出し、10 年保管後に廃棄します。対象患者さんまたはご

遺族の方がデータ使用拒否を申し出た場合、情報は速やかに削除します。 

 

対象となる患者さんおよびご遺族の方が、ご自身の検査結果などの研究への使用をご承諾いただけない場合

や、研究についてより詳しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

研究責任者：氏名  山内良兼   職名 講師 

所属：医学部外科学講座 

住所：東京都板橋区加賀 2-11-1  TEL：03-3964-1211 （代表） 〔内線 33702〕 
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